
の
必
需
必
父
紹
介
会
取
岑
取
亭
煎
孝
命
蛍
の
坐
両
坐
需
“

洋
学
史
の
中
核
は
、
西
洋
科
学
の
移
植
・
研
究
に
あ
る
た
め
、
そ
の

研
究
は
幕
府
や
藩
の
先
端
技
術
史
的
視
点
か
ら
の
傾
向
が
強
く
、
幕
末

期
に
つ
い
て
は
庶
民
レ
ベ
ル
に
ま
で
到
達
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の

点
に
着
目
し
た
編
者
田
崎
氏
が
在
村
蘭
学
（
洋
学
）
研
究
の
問
題
点
を
提

起
さ
れ
て
か
ら
三
十
余
年
が
た
っ
た
。

そ
の
問
、
全
国
的
視
野
に
立
っ
て
、
藺
学
の
量
的
・
質
的
な
普
及
過

程
を
と
ら
え
る
た
め
に
、
史
料
の
実
地
踏
査
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
ず
地

元
三
河
を
洗
い
没
い
に
調
べ
つ
つ
各
地
へ
も
眼
を
向
け
、
地
域
に
密
着

し
た
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
。
重
点
は
各
地
域
の
蘭
学
学
習
者
個
人

の
研
究
と
、
残
存
門
人
帳
の
調
査
・
分
析
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
も

在
村
の
藺
方
医
に
関
わ
る
断
片
的
史
料
を
通
じ
て
、
そ
の
時
代
、
そ
の

地
域
に
お
け
る
学
問
的
・
思
想
的
傾
向
を
探
る
点
に
注
意
が
払
わ
れ
て

い
る
。
民
衆
文
化
史
の
観
点
を
踏
ま
え
た
こ
れ
ら
の
検
証
方
法
は
、
従

来
の
藺
学
塾
門
人
帳
に
よ
る
藺
学
者
の
地
域
的
・
階
級
的
な
分
類
方
法

を
採
っ
た
先
行
業
績
、
原
平
三
「
蘭
学
発
達
史
序
説
」
二
歴
史
教
育
三

一
巻
二
号
、
一
九
三
六
年
）
・
片
桐
一
男
「
蘭
学
者
の
地
域
的
・
階
層
的
研

究
」
二
法
政
史
学
」
一
三
号
、
一
九
六
○
年
）
と
趣
向
を
異
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
編
者
は
「
在
村
の
蘭
学
」
（
名
著
出
版
、
一
九
八
五
年
）
、

田
崎
哲
郎
編
『
在
村
藺
学
の
展
開
』

「
地
方
知
識
人
の
形
成
」
（
名
著
出
版
、
一
九
九
○
年
）
を
著
わ
し
、
愛
知

大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
編
『
近
世
の
地
方
文
化
』
（
名
著
出
版
、
一
九
九
一

年
）
な
ど
の
中
で
、
精
力
的
に
そ
の
実
証
成
果
と
課
題
を
披
瀝
さ
れ
て
い

ブ
（
》
○

本
書
は
一
九
八
七
年
度
朝
日
学
術
奨
励
金
に
よ
る
『
在
村
蘭
学
の
総

合
的
研
究
」
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
と
い
う
。
以
下
の
七
論
文
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

○
青
木
歳
幸
「
在
村
の
閲
学
と
地
域
医
療
の
近
代
化
Ｉ
幕
末
か
ら
明

治
初
年
の
長
野
県
医
界
ｌ
」

○
遠
藤
正
治
「
飯
沼
塾
と
そ
の
門
人
の
動
向
」

○
下
山
純
正
「
美
作
在
村
蘭
学
概
論
」

○
菊
池
卓
「
下
野
に
お
け
る
蘭
学
の
系
譜
」

○
蒲
原
宏
「
新
潟
県
に
お
け
る
洋
学
の
系
譜
」

○
田
崎
哲
郎
「
明
治
前
期
地
方
医
師
の
概
況
ｌ
明
治
十
二
年
愛
知
県

碧
海
郡
『
医
師
人
名
簿
」
に
つ
い
て
Ｉ
」

○
平
野
満
「
蘭
馨
堂
門
人
・
烏
海
松
亭
」

扱
う
地
域
が
信
濃
・
美
濃
・
美
作
・
下
野
・
越
後
・
佐
渡
・
三
河
・

庄
内
・
江
戸
と
充
実
・
拡
大
し
た
点
は
、
本
書
の
名
称
ど
お
り
展
開
を

意
味
し
て
い
る
。
そ
の
殆
ど
の
論
文
は
特
定
の
地
域
（
地
元
）
に
着
目
し

て
、
そ
の
地
方
出
身
者
を
各
門
人
帳
・
姓
名
録
な
ど
か
ら
拾
い
出
し
、

そ
の
経
歴
・
業
績
を
洗
う
と
い
っ
た
手
法
の
上
に
立
っ
て
い
る
。

青
木
論
文
は
明
治
初
年
の
医
師
開
業
履
歴
書
を
手
掛
か
り
に
、
幕
末

の
西
洋
医
学
の
受
容
と
展
開
の
様
相
を
、
種
痘
の
伝
播
と
在
村
医
の
地

域
社
会
で
の
啓
蒙
的
活
動
と
関
わ
ら
せ
て
検
討
さ
れ
た
・
医
学
館
創
設
、
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医
師
研
修
会
、
医
師
の
再
教
育
・
養
成
制
度
な
ど
を
挙
げ
て
近
代
医
学

へ
の
連
続
性
を
実
証
し
た
。
遠
藤
論
文
は
近
代
的
博
物
学
の
受
容
や
舎

密
学
・
写
真
術
の
研
究
な
ど
を
手
掛
け
た
飯
沼
慾
斎
の
蘭
学
塾
の
成
立

と
展
開
を
、
二
十
名
ま
で
拾
い
挙
げ
た
門
人
の
動
向
を
探
り
な
が
ら
検

討
さ
れ
た
。
親
戚
縁
者
の
比
率
が
高
く
、
在
村
に
お
い
て
蘭
学
の
展
開

を
実
証
し
、
末
中
哲
夫
氏
の
提
唱
す
る
「
実
学
と
同
族
性
」
へ
と
導
い

た
。
下
山
論
文
は
宇
田
川
・
箕
作
両
家
に
代
表
さ
れ
る
有
能
な
人
材
を

輩
出
す
る
に
至
っ
た
地
域
の
特
性
、
津
山
藩
医
の
蘭
学
浸
透
度
、
在
村

医
の
活
動
状
況
を
実
証
さ
れ
た
。
菊
池
論
文
は
下
野
関
係
者
三
十
四
名

（
う
ち
二
十
二
名
が
在
村
医
）
を
摘
出
し
個
別
的
に
検
討
さ
れ
た
。
蒲
原

論
文
は
蘭
学
塾
の
学
統
系
譜
と
実
態
を
再
構
築
し
、
さ
ら
に
明
治
初
期

の
県
内
洋
学
の
系
譜
を
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
闘
学
の
受
容
は
あ
っ
て

も
展
開
し
て
ゆ
く
場
が
な
か
っ
た
の
が
実
情
と
い
う
・
田
崎
論
文
は
「
医

師
人
名
簿
」
の
翻
刻
と
解
題
で
あ
る
。
明
治
前
期
に
お
け
る
地
域
医
界

の
公
的
な
位
置
は
、
質
量
共
に
洋
方
系
医
家
や
旧
藩
医
層
が
占
め
て
い

た
こ
と
を
実
証
さ
れ
た
。
平
野
論
文
は
蘭
方
医
吉
田
長
淑
の
門
人
烏
海

松
亭
の
研
究
で
あ
る
。
庄
内
藩
医
を
継
が
ず
、
学
芸
・
書
画
の
世
界
に

遊
ぶ
反
面
、
曲
学
研
究
に
よ
っ
て
万
国
共
通
の
原
理
に
立
つ
『
音
韻
啓

蒙
」
を
著
訳
し
た
人
物
で
あ
る
。
仙
台
藩
眼
科
医
大
森
家
と
の
血
縁
関

係
を
明
示
し
、
大
森
家
関
係
の
新
史
料
四
点
を
紹
介
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ
た
展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
在
村
蘭
学
の

総
合
的
研
究
に
資
す
る
所
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
地
域
の
立
地
条
件
、

歴
史
的
特
性
を
は
じ
め
、
蘭
学
を
支
え
た
私
的
・
公
的
な
社
会
的
条
件
、

経
済
的
条
件
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
蘭
学
の
均
一
な
普

師
匠
か
ら
「
批
判
し
な
け
れ
ば
書
評
で
は
な
い
、
批
判
し
な
い
な
ら

害
く
な
よ
」
と
釘
を
刺
さ
れ
た
。
本
書
は
す
こ
ぶ
る
示
唆
的
で
、
か
つ

発
明
が
多
い
が
、
あ
え
て
特
徴
と
問
題
点
そ
れ
ぞ
れ
二
点
を
挙
げ
て
評

と
し
た
い
。

昨
年
十
一
月
の
神
農
祭
の
懇
親
会
で
、
早
稲
田
大
学
の
楠
山
教
授
は

次
の
よ
う
な
話
を
さ
れ
た
。
「
中
国
哲
学
で
は
、
『
素
問
」
『
霊
枢
」
な
ど

の
医
書
を
あ
つ
か
う
の
は
異
端
視
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
中
国
哲
学

を
理
解
す
る
に
は
医
書
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
風
潮
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
積
極
的
に
医
書
を
読
ん
で
い
こ
う
と
思
う
」
・
臨
床
家
が
医
学

古
典
を
読
む
に
は
限
界
が
あ
る
。
い
や
、
あ
っ
た
。
思
想
だ
け
で
な
く
、

書
誌
・
文
字
・
訓
話
・
音
韻
な
ど
、
ど
う
し
て
も
専
門
的
な
知
識
が
必

要
と
な
る
。
針
灸
の
さ
ま
ざ
ま
な
集
ま
り
で
、
中
国
学
の
専
門
家
の
話

及
と
適
切
な
浸
透
が
み
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
実
情
を
正
確
に
把

握
・
分
析
し
得
る
史
料
の
発
掘
・
調
査
が
全
国
的
に
進
ん
だ
暁
に
は
、

閲
学
学
統
系
譜
の
縦
横
関
係
と
学
際
的
交
流
の
複
雑
な
構
図
を
視
覚

化
・
図
式
化
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
課
題
を
越
え

た
も
の
で
あ
り
、
評
者
も
含
め
た
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
吉
川
厚
ｆ
）

〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’

七
五
一
’
一
七
八
一
、
一
九
九
二
年
、
Ａ
五
判
、
三
二
五
頁
、
定
価
五

九
七
四
円
〕

宮
澤
正
順
著
『
素
問
・
霊
枢
一
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